
             

                                   

 

 

 

 

    

１ 小学部 １・２・３年生 ～できること、好きなこと、得意なことを知ろう～ 

〇 「日常生活の中での役割」として清掃、係活動、給食の準備・片付けなどに毎日取り組んでいます。 

【１年生】 
自分たちの教室は、自分たちできれ
いにします。 

【２年生】 
「今日の日程」「給食の献立」など
の係活動に取り組んでいます。 

【３年生】 
食べ終わったら、自分の食器の後片
付けを行っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

２ 小学部 ４・５・６年生 ～認められる、人の役に立つ体験をしよう～  

【４・５年生】 
 

〇 給食のコンテナ運びや牛乳運びなど、給食の準備のお仕事を体験しました。 

【４年生】 
給食のコンテナを運んだり、食缶の片付けをしたりしま
した。「ありがとう。」「頑張ってるね。」と声をかけられ、
働くうれしさを感じることができました。 

【５年生】 
冷蔵庫からの牛乳出し、運搬、牛乳庫への運び入れを行

いました。重くて大変でしたが、運び終わったあと、や

り遂げた喜びを感じました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
【６年生】 
 
 
〇 館内の「マルチホール」「談話室」「キッズコーナー」の清掃、屋外の「駐輪場スロープ」や芝生内の落ち葉の掃

き掃除などのお仕事を体験しました。清掃後、担当の方から「とてもきれいになりました。清掃をお願いして良
かったです。」と言われ、自信に満ちた笑顔を見せていました。人の役に立つ喜びを感じることができました。 
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進路だより 
 

校内お仕事体験 ～ 給食のお仕事を体験 ～ 

地域交流センターともべ「Tomoa」でのお仕事体験 
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 ３ 進路先情報 Q & A  

12 月11 日（金）に卒業後の進路先についての情報を収集する機会として事業所説明会を実施しました。参

加していただきました、事業所の皆様、保護者の皆様ありがとうございました。 

今回の進路先情報Q &Aでは、事業所説明会に参加していただいた事業所情報と、進路先で求められる力につ

いてご紹介します。 

 事業所情報 

（１）株式会社日立ハイテクサポート（日立ハイテクグループの特例子会社） 

/場所 ：那珂工場（ひたちなか市市毛） 

※2021年3月にひたちなか市新光町に新工場が竣工する予定。 

/日立ハイテクサポートが考える障がい者雇用  

①企業の戦力として雇用する。 

（労働の原則の理解が不可欠：社員は持てる能力を発揮して付加価値を生み出し会社はその対価を支払う） 

②働き続ける人材を育成 

（定年まで働き続けるためには継続的な基礎生活能力の維持が不可欠） 

/業務内容  

・スキャニング業務（記録紙の電子化）、部品制作業務（ハーネス制作・部品袋詰） 

※新工場では、PC 入力、呈茶、会議室片付け、除草、落ち葉掃き、構内の清掃、廃棄物の分別、作業服管

理、段ボール開梱、等の業務が追加される予定 

（２）From Job 石岡（就労継続支援A型、就労継続支援B型） 

/場所 ：石岡市石岡 

/From Jobのコンセプト  

あなたの（働きたい！）（自立したい！）という気持ちを大切にしながら、あなたをサポート 

/業務内容  

リユース事業：ゲーム機の動作確認、ソフトやカセットの仕分け、ソフトやカセットの清掃・通電確認・袋

詰め・ラベル貼り、C Dケースのラベルはがし、シュレッダー 等 

（３）障害福祉サービス事業所 たけのこ（就労移行支援、就労継続支援B型、自立訓練、生活介助） 

/場所 ：水戸市元石川 

※令和3年度に「たけのこワークス」オープン予定。 

/たけのこの大切にしていること  

素直な心を育てよう。生きる力を身につけよう。チームワークを大切にしていきましょう。 

/業務内容  

施設内作業  ：銅線のばし、ハンガーリサイクル、わらつと制作、さつまいも出荷調整 

施設外就労作業：農作業・清掃作業等 

※施設外就労作業場所：実践学園、矢崎農園、永井農園、ロイヤルコーポレーション、等 

進路先で共通して求められる力 

（１）人間関係を大切にできる力（あいさつ・返事・協力・職員の指示を聞ける） 

（２）安全を守れる（社会・事業所のルールを守れる・ある程度の理解力がある・勝手な行動をしない） 

（３）働く意欲・向上心がある。 

進路担当から 

説明会で感じたことは、どの事業所も社員・利用者一人一人の個人の特性にマッチングした環境、業務、作

業を見つけて、「働く意欲を引き出そう」、「長く働けるようにしよう」と努力してくださっていることでした。 

 そして、このような事業所と連携していくためにも高等部の現場実習や進路決定に、お子様の正確な情報を提

供することが欠かせません。また、小・中学部の保護者の皆様には、進路の情報に関心を持っていいただくとと

もに、「こんなことができるようになった」、「これはどうしても苦手」等、お子様の日常の様子は進路選択にと

ても重要な情報になりますので、これからも学級担任と常に共有していただけるようにお願いいたします。 

お子様一人一人が、それぞれ輝ける進路先が見つけられるように努力してまいります。今後とも、保護者の皆

様のご理解・ご協力をお願いいたします。 


